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DX × 行動経済学
～ なぜうちの経営層/社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?
そして、何をすれば良いか? ～
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?



本日のテーマ
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なぜうちの経営層/社員はDXに抵抗するのか?
どうすれば抵抗感を緩和できるか?
そのためには、何をすれば良いか?



皆さんへの質問《その1》

皆さんの組織や社員は「デジタル変革/DX」に対してどのような
雰囲気ないし態度だと思いますか?

① 概ね理解があり、どちらかというと積極的
② 概ね理解があり、どちらかというと積極的だが、一部に消

極的な部門やヒトがいる
③ あまり理解もなく、どちらかというと消極的
④ どちらでもない、わからない
⑤ その他 [記述ください]
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皆さんへの質問《その1》 回答

皆さんの組織や社員は「デジタル変革/DX」に対してどのような
雰囲気ないし態度だと思いますか?

5

概ね理解があり、どちらかというと積極的

概ね理解があり、どちらかというと積極的だ

が、一部に消極的な部門やヒトがいる

あまり理解もなく、どちらかというと消極的

どちらでもない、わからない

その他
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1 1 既存ビジネスで手いっぱい
で、なかなか変革に耳を傾
けない



本日の挑戦
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なぜうちの経営層/社員はDXに抵抗するのか?
どうすれば抵抗感を緩和できるか?
そのためには、何をすれば良いか?

行動経済学の力を借りて以下の問いに答える!



1. WHY

2. HOW

3. WHAT
7

本日の挑戦とストーリー構成
挑戦: 行動経済学の力を借りて以下の問いに答える!

なぜうちの経営層/社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そして、何をすれば良いか?



行動経済学DX
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DX ?
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皆さんへの質問《その2》[1/2]

1. 皆さんが「デジタル変革/DX」という言葉を用いる際に使用
する表現を教えてください。
① DX化
② ◯◯DX (◯◯には業務名や業界名が入る)
③ DXで○○する
④ DXを実践 (実行、実現、推進) する
⑤ その他 [記述ください]
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皆さんへの質問《その2》[2/2]

2. 皆さんが「デジタル変革/DX」という言葉を用いる際に使用
しない表現や違和感のある表現を教えてください。。
① DX化
② ◯◯DX (◯◯には業務名や業界名が入る)
③ DXで○○する
④ DXを実践 (実行、実現、推進) する
⑤ その他 [記述ください]

11



皆さんへの質問《その2》 回答
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1. 皆さんが「デジタル変革/DX」
という言葉を用いる際に使用する
表現を教えてください。

2. 皆さんが「デジタル変革/DX」
という言葉を用いる際に使用しな
い表現や違和感のある表現を教え
てください。

DX化

◯◯DX (◯◯には業務名や
業界名が入る)
DXで◯◯する

DXを実践 (実行、実現、推進) 
する

その他

7
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22

1デジタル化
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DX ?
私たちが考えるDXをご紹介します。13
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変革2
デジタル時代に適した
“価値交換・共創の場”

への変革

変革4
デジタル時代に適した
“ビジネスとデジタル
&データの関わり方”

への変革

変革5
デジタル時代に適した
“ビジネスの創り方”

への変革

変革6
デジタル時代に適した
“ビジネスの回し方”

への変革

変革7
デジタル時代に適した

“ビジネスの成長のさせ方”
への変革

変革1
デジタル時代に適した
“顧客価値体系と

エコノミー” への変革

デジタル変革
デジタル破壊 変革3

デジタル時代に適した
“ビジネスの像”
への変革



変革2
デジタル時代に適した
“価値交換・共創の場”

への変革

変革4
デジタル時代に適した
“ビジネスとデジタル
&データの関わり方”

への変革

変革5
デジタル時代に適した
“ビジネスの創り方”

への変革

変革6
デジタル時代に適した
“ビジネスの回し方”

への変革

変革7
デジタル時代に適した

“ビジネスの成長のさせ方”
への変革

変革1
デジタル時代に適した
“顧客価値体系と

エコノミー” への変革

デジタル変革
デジタル破壊 変革3

デジタル時代に適した
“ビジネスの像”
への変革

本日は時間の関係で10倍速で …
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変革1: デジタル時代に適した “顧客価値体系とエコノミー” への変革

アナログ時代の顧客価値体系とエコノミー デジタル時代の顧客価値体系とエコノミー

使用価値

知覚価値

交換価値

価値交換
対象
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ー
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ノ
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共感価値

体験価値

使用価値

知覚価値

交換価値

価値共創
対象
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ト
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価値交換
対象
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変革2: デジタル時代に適した “価値交換・共創の場” への変革

アナログ時代の価値交換の場 デジタル時代の価値交換・共創の場

価値交換の場

価値提供者
= 事業者

価値享受者
= 顧客

顧客価値

対価

価値交換の形

価値交換・共創の場

価値提供者
= 顧客 / 事業者

価値享受者
= 顧客

顧客価値

対価

価値共創 価値交換の形

場の提供者 = 事業者

場の価値 対価
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変革3: デジタル時代に適した “ビジネスの像 (かたち)” への変革

顧客

顧客価値 収益

ケイパビリティ (能力/仕組み/仕掛け)

マーケットエコノミー

使用価値

交換価値

知覚価値

体験価値

顧客に顧客価値を届け、収益を上げる能力

アウトプットエコノミー

古典的収益
モデル

アナログ時代のビジネスの像

顧客

顧客価値 収益コミュニケー
ション

データ

ケイパビリティ (能力/仕組み/仕掛け)

マーケットエコノミー エコシステムエコノミー コミュニティエコノミー

使用価値

交換価値

知覚価値

体験価値

共感価値

顧客に顧客価値を届け、収益を上げる能力

事業前提

アウトプットエコノミー プロセスエコノミー

データを顧客とのコミュニケーション、そして顧客価値に変換する能力

デジタル技術とデータを前提に
高速・高頻度・高成功率で顧客価値を創造する能力

スマホアプリ / ウェブアプリ

IoT

ウェブAPI

:

古典的収益
モデル

トークン
エコノミー

:

デジタル時代のビジネスの新しい像
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モードA
アナログ不変

モードB
デジタルに置換

モードC
デジタルを活用

モードD
デジタルを前提

アナログレコード
レンタルショップ CDレンタルショップ iTunes Music Store Spotify 19

変革4: デジタル時代に適した “ビジネスとデジタルの関わり方” への変革



モード0
データ未活用

モード1
集めて見る

モード2
予測し判断する

モード3
価値を生む

データ可視化・分析 データに基づいた
判断・意思決定

データ創りに投資

データ未活用 データ収集・蓄積・連携 データを用いた
予測・分類

データを活かした
顧客価値創造 20

変革4: デジタル時代に適した “ビジネスとデータの関わり方” への変革



顧客価値仮説構築

アナログ時代の顧客価値の創り方: リーンスタートアップ + デザイン思考

デジタル時代の顧客価値の創り方: デジタル時代のシン・顧客価値創造プロセス

CPF [顧客-問題適合]

PSF [問題-解決法適合]

PMF [製品-市場適合]

事業前提
仮説構築・検証

顧客
仮説構築・検証

顧客問題
仮説構築・検証

事業者課題
仮説構築・検証

課題達成法
仮説構築・検証

顧客価値
仮説検証
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変革5: デジタル時代に適した “ビジネスの創り方” への変革

デジタル技術とデータを前提に高速・高頻度・高成功率で顧客価値を創造



変革6: デジタル時代に適した “ビジネスの回し方” への変革

アナログ時代のビジネスケイパビリティ デジタル時代のビジネスケイパビリティ

① 顧客戦略

③ マーケティング

④ 営業・販売

⑤ アフターサービス

② 顧客インサイト

コマーシャル
プロセス

① 研究開発

② 調達

③生産

④ 物流

オペレーショナル
プロセス

デジタル時代のシン・アジャイル問題解決プロセス
② 対象仮説 ③ 問題仮説 ④ 課題仮説 ⑤ 解決法仮説 ⑥ 価値仮説① 前提仮説

データ駆動型意思決定プロセス

DX人材

進化する組織

101個の厳選したツールから成る「DXの科学®」ツールセット
仮説構築・検証に力を発揮する “7つのリテラシー”

アジャイル仮説構築・検証プロセス

アナログリソース

② 顧客仮説

③ 顧客問題仮説

④ 事業者課題仮説

⑤ 解決法仮説

⑥ 顧客価値仮説

① 事業前提仮説

デジタル時代の
シン・顧客価値創造

プロセス

人事・労務

バックオフィス
プロセス

デジタルリソース

事業管理

会計・財務

知財・法務

人材

組織

アナログリソース

① 顧客戦略

③ マーケティング

④ 営業

⑤ サービス

② 顧客インサイト

コマーシャル
プロセス

① 研究開発

② 調達

③生産

④ 物流

オペレーショナル
プロセス

人事・労務

バックオフィス
プロセス

事業管理

会計・財務

知財・法務
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変革7: デジタル時代に適した “ビジネスの成長のさせ方” への変革

アナログ時代のビジネス成長ループ デジタル時代のビジネス成長ループ

既存事業深化・変革
新規事業探索・創出

ビジネスプロセス改善

顧客増 & 収益増 アナログ時代の
ビジネス成長

投資

顧客価値創造

アナログリソース導入

アジャイル
問題解決力向上

データ駆動型
意思決定力向上

既存事業深化・変革
新規事業探索・創出

ビジネスプロセス変革

顧客増 & 収益増 デジタル時代の
ビジネス成長

デジタルリソース導入

投資

“進化する組織”
への変革

ヒト・組織の
変革ループ

デジタル技術とデータを前提に
高速・高頻度・高成功率で顧客価値を創造

DX人材育成

プロセスの
変革ループ
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デジタル技術とデータを前提に
高速・高頻度・高成功率で顧客価値を創造

変革7: デジタル時代に適した “ビジネスの成長のさせ方” への変革

アナログ時代のビジネス成長方程式 デジタル時代のビジネス成長方程式

24

𝑦

𝑡

𝑦

𝑡
𝑝

0 0

1

アナログリソース導入
デジタル技術とデータを前提に

高速・高頻度・高成功率で顧客価値を創造

𝑦 𝑡 = 𝑔 𝑡 + 𝑝 𝑦 𝑡 = 𝑝 𝑠 ! "

𝑦 𝑡 = 𝑔𝑡 + 𝑝 𝑦 𝑡 = 𝑝𝑠 !"

𝑦 : 成長 (任意単位)
𝑡 : 時間
𝑝 : 事業前提で決まる値
𝑔 : 成長率

𝑦 : 成長 (任意単位)
𝑡 : 時間
𝑝 : 事業前提で決まる値
𝑠 : 顧客価値成功率 (𝑝𝑠 > 1)
𝑓 : 顧客価値創造頻度



変革2
デジタル時代に適した
“価値交換・共創の場”

への変革

変革4
デジタル時代に適した
“ビジネスとデジタル
&データの関わり方”

への変革

変革5
デジタル時代に適した
“ビジネスの創り方”

への変革

変革6
デジタル時代に適した
“ビジネスの回し方”

への変革

変革7
デジタル時代に適した

“ビジネスの成長のさせ方”
への変革

変革1
デジタル時代に適した
“顧客価値体系と

エコノミー” への変革

デジタル変革
デジタル破壊 変革3

デジタル時代に適した
“ビジネスの像”
への変革

以上、10倍速でお届けしました。
1枚の絵にまとめると…
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「DXとは?」に対する答えである “7つの変革” を1枚にまとめると…

アナログ時代のビジネス デジタル時代のビジネス

アナログ
技術

デジタル
技術

アナログビジネス デジタルビジネス

アナログ社会 デジタル社会
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「DXとは?」に対する答えである “7つの変革” を1枚にまとめると…

アナログ時代のビジネス デジタル時代のビジネス

アナログ
技術

デジタル
技術

デジタル
技術

デジタル
技術

アナログビジネス アナログビジネス アナログビジネス デジタルビジネス

モードA
アナログ不変

モードB
デジタルに置換

モードC
デジタルを活用

モードD
デジタルを前提

アナログ社会 デジタル社会 デジタル社会 デジタル社会

デジタルに置換

デジタルを活用

デジタルを前提

デジタルを活用
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ヒトが抵抗する箇所は… 28



「DXとは?」に対する答えである “7つの変革” を1枚にまとめると…

アナログ時代のビジネス デジタル時代のビジネス

アナログ
技術

デジタル
技術

デジタル
技術

デジタル
技術

アナログビジネス アナログビジネス アナログビジネス デジタルビジネス

モードA
アナログ不変

モードB
デジタルに置換

モードC
デジタルを活用

モードD
デジタルを前提

アナログ社会 デジタル社会 デジタル社会 デジタル社会

デジタルに置換

デジタルを活用

デジタルを前提

デジタルを活用
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ヒトが抵抗する箇所は…D? X?

DX
変革

DX
デジタル技術で

DX
デジタル社会に

モードC デジタルを活用 モードD デジタルを前提

30
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皆さんへの質問《その3》

「デジタル変革/DX」推進の必要性を他の人
に説明できますか?
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皆さんへの質問《その3》 回答

「デジタル変革/DX」推進の必要性を他の人
に説明できますか?

説明できます。

説明できません。

26
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33

皆さんへの質問《その4》

1. 皆さんのビジネスにとって重要な
「デジタル技術」を何個言えますか?

2. 「デジタル変革/DX」推進の必要性
を他の人に説明できますか?



34

皆さんへの質問《その4》 回答
1. 皆さんのビジネスにとって重要な

「デジタル技術」を何個言えます
か?

2. 「デジタル変革/DX」推進の必要
性を他の人に説明できますか?

3個以下 4-10個 11個以上

2

22

7

説明できます。 説明できません。

26
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皆さんへの質問《その5》

1. 皆さんはこれまでの人生で何回
「変革」や「挑戦」を行いました
か?

2. 「デジタル変革/DX」推進の必
要性を他の人に説明できますか?
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皆さんへの質問《その5》 回答
1. 皆さんはこれまでの人生で何回

「変革」や「挑戦」を行いました
か?

2. 「デジタル変革/DX」推進の必要
性を他の人に説明できますか?

3回以下 4-10回 11回以上

5

19

6

説明できます。 説明できません。

26
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ヒトが抵抗する箇所は…D? X?

DX
変革

DX
デジタル技術で

DX
デジタル社会に

モードC デジタルを活用 モードD デジタルを前提
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ちなみに、質問その3-5は
1種の “ヒューリスティク (置き換え) 質問”

となっていました。
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1. WHY

2. HOW

3. WHAT
39

本日の挑戦とストーリー構成
挑戦: 行動経済学の力を借りて以下の問いに答える!

なぜうちの経営層/社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そして、何をすれば良いか?



行動経済学?
40



行動経済学?
ヒューリスティクス

バイアス

ナッジ

インセンティブ
41



Daniel Kahneman Richard Thaler Dan Ariely
42
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44



45



行動経済学とは?

46

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

ヒューリスティクス
バイアス

ナッジ インセンティブ

選択アーキテクチャ

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

規範



1. WHY

2. HOW

3. WHAT
47

以下の問いに対する行動経済学的アプローチは?

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そのためには、何をすれば良いか?



以下の問いに対する行動経済学的アプローチは?

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

行動経済学 問い
ヒューリスティクスバイアス

ナッジ

インセンティブ

選択アーキテクチャ

48

規範



以下の問いに対する行動経済学的アプローチは?

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

行動経済学 問い
ヒューリスティクスバイアス

ナッジ

インセンティブ

選択アーキテクチャ

規範しかし、現状は …

49



以下の問いに対する行動経済学的アプローチは?

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

1. WHY

2. HOW

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

行動経済学 問い
ヒューリスティクスバイアス

選択アーキテクチャ

規範しかし、現状は …
WHYとHOWがなくて …

WHATばかり !

そのためには、何をすれば良いか?

3. WHATナッジ

インセンティブ

50



2025年の崖
12兆円の損失 51



52DX促進 ◯◯補助金



DX投資促進税制 53



DX人材育成/リスキリング補助金54



55

DX促進 ◯◯補助金
2025年の崖
12兆円の損失

DX投資促進税制 DX人材育成/リスキリング補助金



DX促進 ◯◯補助金
2025年の崖
12兆円の損失

DX投資促進税制 DX人材育成/リスキリング補助金

これらのナッジやインセンティブ、
本当に効果を上げているのか?

56



正しく行動経済学的アプローチをやってみる!

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

行動経済学 問い

ナッジ

インセンティブ

選択アーキテクチャ

57

ヒューリスティクスバイアス

規範



早わかり 行動経済学

行動

58

2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?

3. WHAT
そのためには、何を
すれば良いか?

1. WHY
なぜ人はその行動を

選ぶのか?



早わかり 行動経済学: WHY

行動

59

入力 結果

1. WHY
なぜ人はその行動を

選ぶのか?



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: WHY

行動

60

入力 結果

1. WHY
なぜ人はその行動を

選ぶのか?

ヒューリスティクス

バイアス

規範



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: WHY

行動

61

入力 結果

1. WHY
なぜ人はその行動を

選ぶのか?
バイアス

ニュートラル



早わかり 行動経済学: WHY
なぜうちの経営層/社員はDXに抵抗するのか?

62

確証バイアス

現状維持
バイアス

損失回避
バイアス



行動選択・
意思決定

早わかり 行動経済学: WHY

行動

63

入力 結果

1. WHY
なぜ人はその行動を

選ぶのか?

ヒューリスティクス

システム2
[自動システム]

システム1
[熟慮システム]



皆さんへの質問《その6》

皆さんは「変革」や「改革」、あるいは、
ちょっとした「挑戦」や「変化」に対して積極
的な方ですか? それとも消極的な方ですか? 64



皆さんへの質問《その6》 回答
皆さんは「変革」や「改革」、あるいは、
ちょっとした「挑戦」や「変化」に対して積極
的な方ですか? それとも消極的な方ですか? 

65どちらかと言うと積極的な方です。 どちらかと言うと消極的な方です。

26

6



皆さんへの質問《その7A》
「積極的」と回答した方

1. この1年間で皆さんが取り組まれた「変革」や「改革」、あるいは、
ちょっとした「挑戦」や「変化」を簡単で結構ですので、10個挙げてく
ださい。制限時間は5分です。

2. 皆さんは「変革」や「改革」、あるいは、ちょっとした「挑戦」や「変
化」に対して積極的な方ですか? それとも消極的な方ですか? 66



皆さんへの質問《その7A》 回答
「積極的」と回答した方

67

1. この1年間で皆さんが取り組まれた
「変革」や「改革」、あるいは、
ちょっとした「挑戦」や「変化」を簡
単で結構ですので、10個挙げてくだ
さい。制限時間は5分です。

2. 皆さんは「変革」や「改革」、あるい
は、ちょっとした「挑戦」や「変化」
に対して積極的な方ですか? それとも
消極的な方ですか?

割愛

どちらかと言うと積極的な方です。

どちらかと言うと消極的な方です。

25

0



皆さんへの質問《その7B》
「消極的」と回答した方

1. この1年間で皆さんが取り組まなかった (あるいは他人から提案されたが
否定/反対した) 「変革」や「改革」、あるいは、ちょっとした「挑戦」や
「変化」を簡単で結構ですので、10個挙げてください。制限時間は5分で
す。

2. 皆さんは「変革」や「改革」、あるいは、ちょっとした「挑戦」や「変
化」に対して積極的な方ですか? それとも消極的な方ですか? 68



69

皆さんへの質問《その7B》 回答
「消極的」と回答した方

1. この1年間で皆さんが取り組まなかっ
た (あるいは他人から提案されたが否
定/反対した) 「変革」や「改革」、
あるいは、ちょっとした「挑戦」や
「変化」を簡単で結構ですので、10
個挙げてください。制限時間は5分で
す。

割愛

2. 皆さんは「変革」や「改革」、あるい
は、ちょっとした「挑戦」や「変化」
に対して積極的な方ですか? それとも
消極的な方ですか?

どちらかと言うと積極的な方です。

どちらかと言うと消極的な方です。

6

1



ちなみに、質問その6-7は
“利用可能性ヒューリスティク”

に関する実験でした。

70



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: WHY

行動

71

入力 結果

1. WHY
なぜ人はその行動を

選ぶのか?

規範



72

?



Running of the Brides
Filene’s Basement

73



行動経済学で教えるところの
“市場規範が支配する世界”

74



http://kuniharuichi.blogspot.com/2020/06/blog-post_9.html

行動経済学で教えるところの
“社会規範が支配する世界”

75
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「何もしない方が得」という規範
が支配する日本 77



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: HOW

行動

78

入力 結果

2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?

選択アーキテクチャ



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: HOW

行動

79

入力 結果予測 判断分析

選択アーキテクチャ 選択肢

2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: WHAT

行動

80

入力 結果予測 判断分析

選択肢ナッジ インセンティブナッジ

2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?



ナッジ/Nudge 81



インセンティブ 82



83

DX促進 ◯◯補助金
2025年の崖
12兆円の損失

DX投資促進税制 DX人材育成/リスキリング補助金



DX促進 ◯◯補助金
2025年の崖
12兆円の損失

DX投資促進税制 DX人材育成/リスキリング補助金

これらのナッジやインセンティブ、
本当に効果を上げているのか?

84



85

以上



早わかり 行動経済学

行動

86

2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?

3. WHAT
そのためには、何を
すれば良いか?

1. WHY
なぜ人はその行動を

選ぶのか?



87

最後に



正しく行動経済学的アプローチをやってみる!

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

行動経済学 問い

ナッジ

インセンティブ

選択アーキテクチャ

88

ヒューリスティクスバイアス

規範

具体的に



行動経済学DX

89



行動
経済学DX OKR

90



OKR
(Objectives and Key Results)

目標と主要な結果

91



9292



93



OKRとは?
インテル「クラッシュ作戦」の例 [1980 Q2]

全社目標
「8086」を業界最高性能の16ビットマイ
クロプロセッサファミリーにする。以下をそ
の尺度とする。

主要な結果
1. アプリケーション: 「8086」ファミ

リーの性能の優位性を示すベンチマー
クを5つ開発し、公表する。

2. マーケティング: 「8086」ファミリー
の全製品をリリースし直す。

3. 技術・製造: 8MHz版の製造を開始す
る。

4. 技術: 演算コプロセッサのサンプルを遅
くとも6月15日までに製作する。

94



95

OKRとは? 目的

OKRKPI MBOVS.VS.



OKRとは?
目標

主要な結果1 主要な結果2 主要な結果3

96

定性的/定量的

定量的
&SMART



OKRとは?
インテル「クラッシュ作戦」の例 [1980 Q2]

全社目標
「8086」を業界最高性能の16ビットマイ
クロプロセッサファミリーにする。以下をそ
の尺度とする。

主要な結果
1. アプリケーション: 「8086」ファミ

リーの性能の優位性を示すベンチマー
クを5つ開発し、公表する。

2. マーケティング: 「8086」ファミリー
の全製品をリリースし直す。

3. 技術・製造: 8MHz版の製造を開始す
る。

4. 技術: 演算コプロセッサのサンプルを遅
くとも6月15日までに製作する。

97
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OKRとは? 対象と共有範囲

OKRKPI MBOVS.VS.



OKRとは?
目標

主要な結果1 主要な結果2 主要な結果3

目標

主要な結果1 主要な結果2 主要な結果3

目標

主要な結果1 主要な結果2 主要な結果3

目標

主要な結果1 主要な結果2 主要な結果3
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OKRとは?
インテル「クラッシュ作戦」の例 [1980 Q2]

全社目標
「8086」を業界最高性能の16ビットマイ
クロプロセッサファミリーにする。以下をそ
の尺度とする。

主要な結果
1. アプリケーション: 「8086」ファミ

リーの性能の優位性を示すベンチマー
クを5つ開発し、公表する。

2. マーケティング: 「8086」ファミリー
の全製品をリリースし直す。

3. 技術・製造: 8MHz版の製造を開始す
る。

4. 技術: 演算コプロセッサのサンプルを遅
くとも6月15日までに製作する。

技術部門の目標
5月30日までに8MHz版500個をCGWに
届ける。

主要な結果
1. 4月5日までに最終図版をフォトプロッ

トにする。
2. 4月9日までにRev2.3マスクを工場に

届ける。
3. 5月15日までにテストテープを完了す

る。
4. 遅くとも5月1日までに工場のレッドタ

グを開始する。

100



101

ダメ会社は危機で潰れる。
良い会社は危機を乗り切る。
最高の会社は危機を糧にする。

Andrew Grove



行動
経済学DX OKR

DXを行動経済学とOKRで実践する

102



正しく行動経済学的アプローチをやってみる!

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

行動経済学 問い

ナッジ

インセンティブ

選択アーキテクチャ

103

ヒューリスティクスバイアス

規範

具体的に



104

皆さんへの質問《その8》

1. 皆さんは、1万人規模の組織 (会社・団体、地域コミュニティ、等) のメン
バーです。この組織である変革/改革を行うことになり、その担当者10人
を公募することになりました。皆さんはこの公募に手を挙げますか? ちな
みに、この組織は本変革/改革を成功させることに存亡が掛かっています。

2. 皆さんは、100人規模の組織のメンバーです。この組織である変革/改革
を行うことになり、その担当者5人を公募することになりました。皆さん
はこの公募に手を挙げますか? <以下同文>

3. 皆さんは、10人規模の組織のメンバーです。この組織である変革/改革を
行うことになり、その担当者1人を公募することになりました。皆さんは
この公募に手を挙げますか? <以下同文>



105

皆さんへの質問《その8》 回答
1. 1万人 ‒ 10人 2. 100人 ‒ 5人 3. 10人 ‒ 1人

手を挙げる。 手を挙げない。 手を挙げる。 手を挙げない。 手を挙げる。 手を挙げない。

1413
21

6

1215



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: HOW

行動

106

入力 結果予測 判断分析

選択アーキテクチャ 選択肢

選択アーキテクチャ
は通常は寄与
(given)。

選択肢も通常は寄与
(given)。

2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: HOW

行動

107

入力 結果予測 判断分析

選択アーキテクチャ 選択肢

選択アーキテクチャ
を受け身ではなく、
自分たちでつくる。

選択肢も自分たちで
つくる。

2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?



株式会社DXパートナーズ開発

DXレシピデザイン

目的
組織の任意のレベル (全社レベル、部門レベル、個人レベル、等) における

“DXレシピ” (DX実践計画) およびOKRを自らつくる。
108



DXレシピデザイン
これまでの実施結果の例: OKRの “O”

109

ヒトの育成

予約率確保&向上

ノウハウ共有

ヒト/リーダーシップ/企業文化の醸成

意思決定/判断/評価の適正化

ビジョン/戦略/情報の共有

経営理念の共有化

変革の仕組み

PDCAの高速化・自動化

権限移譲

社員のモチベーション向上

顧客価値の (再) 発明

ロイヤル顧客化

チャネル/ブランディング

ヒト/働き方改革 組織改革

顧客価値の提供を支える

顧客とつながる



DXレシピデザイン
プロセス: どう実施するか?

110



DXレシピデザイン
プロセス: どう実施するか?

前提仮説
構築・検証

問題仮説
構築・検証

課題仮説
構築・検証

課題達成法仮説
構築・検証

上位層のOKR 専門家
インタビュー

OKRの
“O”

OKRの
“KR”

理想と現実
のギャップ

DXレシピ
111



2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?

行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学: HOW

行動入力 結果予測 判断分析

選択アーキテクチャ 選択肢

選択アーキテクチャ
を受け身ではなく、
自分たちでつくる。

選択肢も自分たちで
つくる。あく

まで
も1
つの

仮説
です

!

112



113

ちなみに、質問その8は
“統計に関する錯誤”
に関する実験でした。



正しく行動経済学的アプローチをやってみる!

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

行動経済学 問い

ナッジ

インセンティブ

選択アーキテクチャ

114

ヒューリスティクスバイアス

規範

具体的に



WHAT

ナッジ
インセンティブ

WHY

規範

正しく行動経済学的アプローチをやってみる!
WHYとWHATの組合せは極めて重要!!

115
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DX促進 ◯◯補助金
2025年の崖
12兆円の損失

DX投資促進税制 DX人材育成/リスキリング補助金



DX促進 ◯◯補助金
2025年の崖
12兆円の損失

DX投資促進税制 DX人材育成/リスキリング補助金

これらのナッジやインセンティブ、
本当に効果を上げているのか?

規範と正しい組合せになっているか?

117



皆さんへの質問《その9》

1. 皆さんは、1万人規模の組織 (会社・団体、地域コミュニティ、等) のメン
バーです。この組織である変革/改革を行うことになり、その担当者10人
を公募することになりました。皆さんはこの公募に手を挙げますか? ちな
みに、この組織は本変革/改革を成功させることに存亡が掛かっています。
加えて、本変革/改革が成功した場合は、ボーナス100万円が支給され、
昇進も約束されています。

2. 皆さんは、100人規模の組織のメンバーです。この組織である変革/改革
を行うことになり、その担当者5人を公募することになりました。皆さん
はこの公募に手を挙げますか? <以下同文>

3. 皆さんは、10人規模の組織のメンバーです。この組織である変革/改革を
行うことになり、その担当者1人を公募することになりました。皆さんは
この公募に手を挙げますか? <以下同文> 118



皆さんへの質問《その9》 回答
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1. 1万人 ‒ 10人 2. 100人 ‒ 5人 3. 10人 ‒ 1人

手を挙げる。 手を挙げない。 手を挙げる。 手を挙げない。 手を挙げる。 手を挙げない。
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皆さんへの質問《その8-9》 回答
1. 1万人 ‒ 10人 2. 100人 ‒ 5人 3. 10人 ‒ 1人

手を挙げる。 手を挙げない。 手を挙げる。 手を挙げない。 手を挙げる。 手を挙げない。

1413
21

6
1215

手を挙げる。 手を挙げない。 手を挙げる。 手を挙げない。 手を挙げる。 手を挙げない。

15

9

23

1

19

5
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ボーナス100万円 + 昇進のインセンティブを付与
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ちなみに、質問その8-9は
“規範とインセンティブの組合せ”

に関する実験でした。
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まとめ



正しく行動経済学的アプローチをやってみる!

なぜうちの社員はDXに抵抗するのか?

どうすれば抵抗感を緩和できるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

なぜ人はその行動を選ぶのか?

どうすれば行動を変えられるか?

そのためには、何をすれば良いか?

1. WHY

2. HOW

3. WHAT

行動経済学 問い

ナッジ

インセンティブ

選択アーキテクチャ

123

ヒューリスティクスバイアス

規範



行動選択・意思決定

早わかり 行動経済学

行動

124

入力 結果

3. WHAT
そのためには何をす

れば良いか?

予測 判断分析

選択肢
インセンティブ

ナッジ

1. WHY
なぜ人はその行動を

選ぶのか?
バイアス

規範

2. HOW
どうすれば行動を変

えられるか?

選択アーキテクチャ

ヒューリスティクス



OKR
(Objectives and Key Results)

目標と主要な結果
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DXパートナーズ開発
DXレシピデザイン

目的
組織の任意のレベル (全社レベル、部門レベル、個人レベル、等) における

“DXレシピ” (DX実践計画) およびOKRを自らつくる。
126
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この世界では、何も
しないことが一番大き
なリスクになる。
Lawrence J. Ellison

Oracle PR Hartmann Studios, CC BY 2.0, via Wikimedia Commons



Q&A
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